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立教学院諸聖徒礼拝堂で
新パイプオルガンの組み立て作業が行われています

７月中旬、イギリスのティッケル社から新パイプオルガンの部品を積んだ３台のコンテナが到着し
ました。３名のオルガン・ビルダーも来日し、諸聖徒礼拝堂（池袋チャペル）内での組み立て作業が
始まりました。
オルガンの組み立ては、全てビルダーの手作業で行われ、日々順調に工程が進んでいます。８月に

は全ての部品が組み上がり、約１カ月にわたる整音の後、９月末にはいよいよ新しいパイプオルガン
が完成します。

鍵盤とパイプの弁
をつなぐトラッカー
の取り付け作業

連続的な音量の変
化のためにパイプ
群を入れる箱（ス
ウェル・ボックス）
の中での作業

私たち学園祭研究会は、立教大学池袋キャン
パスの学園祭、St. Paul's Festival（SPF）の
開催にむけて、企画、管理、運営、統括を行う
団体です。より良い学園祭とは？　より来場者
を満足させるには？　より社会的に意義のある
学園祭とは？　そして、より立教らしい学園祭
──立教生一人一人が主役となる学園祭とは何
か？　といったことを考え、その答えに少しで
も近づけるよう、企画局・営業局・広報デザイ
ン局・総務局・渉内局の5つのセクターに分か
れ、総勢約400人が日々活動しています。
私たちは学園祭研究会という一つのサークル
でありつつ、学園祭開催時はSPF運営委員会と

なる、特殊な性質を持っています。その中で、
自分にとって興味があることや楽しいことばか
りをするのではなく、前述のように立教生一人
一人が輝き、キャンパスを彩ることを夢見て真
剣に取り組んでいるため、時には部員同士、意
見が衝突することもあります。その中でやりが
いや達成感を見つけ、「楽しい」や「興味がある」
とは少し異なる次元での感情が生まれる、学園
祭研究会でしか味わうことができないものを共
有しています。
今年度の第29回St. Paul's Festivalは、11月2
日（土）、3日（日）、4日（月）の3日間、「─イ・
ロ・ド・リ─」をテーマに開催します。私
たち学園祭研究会の1年間の成果の体現だ
けでなく、さまざまな立教生が一堂に会す
る、まさに非日常の3日間であり、そこで
はいろいろな形の「立教」が垣間見えます。
いつもと違う「立教」を味わいに、ぜひ皆

さんお越しくださ
い。
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中川 裕貴

部 員 数：392人（7月1日現在）
活動内容： 池袋キャンパス学園祭St. Paul's Festival

に向けての準備、当日の管理・運営・統括
活動日時： 不定期（平日の昼休み・授業後は常にど

こかのセクターが活動している）
活動場所：ウィリアムズホール
H         P： http://www2.rikkyo.ac.jp/sgrp/spf/

新・クラブ
出番ですヨ！
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〈表紙の写真〉　タッカーホールから新しいチャペル会館を望む　（池袋キャンパス）

立教大学

「学園祭研究会」

2012年度SPF準備中に話し合う部員たち

全体ミーティングの様子
2012年度SPF
正門装飾


